地域全体で子どもを守り育てる好循環をつくる！　
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コミュニティ・スクールの魅力
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導入までにこの３つ！





〈　市町村教育委員会による準備　〉


○　学校運営協議会規則の作成　（A4用紙2枚分程度、作成例有）


○　委員の選定　（PTA会長、学校評議員、社会教育関係団体の方など　10名程度）


○　委員報酬の準備　（社会教育委員、学校評議員などと同じ、年間3～5回分）		








ＣＳスタートの１年（例）





第１回（5～6月）


●学校運営協議会委員の委嘱


●学校経営方針の説明・承認





校長の説明例


今年度は、「思いやり」を重点に、～～に取り組みます。(グランドデザインで説明)





第２回（9～10月）


●学校の取組の説明　　　


●第１回学校関係者評価の実施


●学校や児童生徒への


「応援メッセージ」作成





校長の説明例


「思いやり」を重点に～～に取り組み、～～という成果があった。今後、さらに～～取組を広げていきたい。（子どもの声、写真、VTR等で説明）





友達と仲良く過ごすことのできる学校は、とても素敵です。　　　　　


これからも、友達を大切にし、優しい心をもち続けてくださいね。








好循環





第３回（1～2月）


●学校の取組の説明　　　


●第２回学校関係者評価の実施


●児童生徒や教員から委員へのメッセージ紹介








励ましの言葉、ありがとうございます。私たちは、今、さらに「優しい学校づくり」を続けています。みなさんと一緒に、「優しいまちづくり」もやってみたいです。





コミュニティ・スクールの導入で、地域と学校が目標を共有することができ、地域が児童生徒とどう関わっていくのか明確になりました。また、応援メッセージのやりとりで、委員の方と児童生徒がぐっと近づいた感じです！





教育委員会担当者
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